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わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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　総会は、総務委員会の大橋邦啓委員長（北支部）の総合司会により進められました。
⑴　開会の言葉
　中村滋副会長が開会を宣言した。

髙橋三男埼玉県獣医師会長挨拶

（公社）埼玉県獣医師会第7４回定時総会開催
　令和４年６月９日（木）午後２時から、さいたま市「清水園」に於いて、新型コロナウ
イルス感染拡大防止のため、三密を避けた会場設定とし、３年ぶりに出席を希望する会
員にご参加していただき、少人数ではありますが御来賓にもご出席いただき、第74回定
時総会が開催され、全ての議案が原案のとおり可決・承認されました。

三密を避け、出席者同士の間隔を開け、換気をしながらの実施
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⑵　来賓祝辞
　次の方々から御祝辞をいただいた。
埼玉県知事� 大野　元裕様
埼玉県議会議長� 中屋敷慎一様
埼玉県市長会副会長　蕨市長� 頼髙　英雄様
埼玉県町村会会長　毛呂山町長� 井上　健次様
埼玉県畜産会会長� 根岸信一郎様
日本獣医師会会長� 藏内　勇夫様
（ビデオメッセージ）

埼玉県知事
大野元裕様　祝辞
　ご紹介賜りました埼
玉県知事の大野元裕で
ございます。本日は埼
玉県獣医師会第74回定
時総会が、中屋敷埼玉
県議会議長、頼髙埼玉
県市長会副会長、井上
町村会会長をはじめと
する多くの御来賓の皆様のご出席のもと久しぶり
にこのような形で開催をされましたこと心よりお
慶び申し上げます。
　また平素より髙橋三男会長をはじめとする会員
の皆様におかれましては、県の行政に対する絶大
なるご協力、特に狂犬病をはじめとする感染症対
策、安心で安全な畜産物の供給、さらには動物愛
護といった多岐にわたる分野でのご協力に改めて
敬意と感謝を表するところでございます。先ほど
司会の方から私も知事となって初めてのこの会へ
の出席ということをいただきましたけれども、実
は就任して15日目に豚熱が発生をいたしまして、
その際には先生方には大変なご協力、ご指導をい
ただきました。しかしながらそのようななかでも
近年では高病原性鳥インフルエンザやあるいは近
隣諸国においてはアフリカ豚熱やあるいは口蹄疫
など様々な脅威が今も存在するところでございま
して、引き続き先生がたともどもの対応を余儀な
くされているところ、是非ともご協力をお願い申
し上げたいと思います。
　また今日は新しく入会された方まことにおめで
とうございます。私も国会議員時代でございます
けれどもこの会に参加をさせていただくとくす玉
割りでフィナーレを飾る髙橋三男オンステージが
しばらく見られなかったと大変寂しい思いをして
おりましたけれども皆様を温かく迎えるこの獣医
師会ならではの催しが今日は復活するんですよ

ね。ということでございますので、是非皆さんと
ともども新しい埼玉県を担っていただく獣医師の
皆様ともども獣医師会の発展を担っていただきた
いと心より祈念をするところでございます。
　結びになりますけれども皆様のご健勝と会のご
発展を祈念申し上げて私からのご挨拶とさせてい
ただきます。

埼玉県議会議長
中屋敷慎一様　祝辞
　皆様こんにちは。只
今ご紹介をいただきま
した埼玉県県議会議長
の中屋敷慎一でござい
ます。公益社団法人埼
玉県獣医師会第74回定
時総会の開催にあたり
県議会を代表しまして
一言ご挨拶を申し上げます。まず髙橋会長には私
が県議会議員初当選以来お世話になりまして本当
にそして今日議長としてご挨拶をさせていただく
栄誉をいただきましたことを感謝申し上げます。
ありがとうございます。
　髙橋三男会長をはじめ埼玉県獣医師会の皆様に
おかれましては動物の保健衛生、畜産業の発展、
公衆衛生の向上など幅広い分野において多大なる
ご尽力を賜り厚く御礼申し上げます。
　人と動物は非常に密接な関係にあり、多様な側
面を持っています。ペットとして人の心を癒した
り、日常生活に潤いをもたらします。また警察犬
や介助犬などは人の作業を助けてくれる存在でも
あります。そして畜産は豊かな食生活の享受に欠
かすことができません。しかし、ときに動物は感
染症に罹患し、畜産業や食品の安全、人の健康に
多大な影響を及ぼす危険性を持っています。昨年
県内においても豚熱や鳥インフルエンザの発生が
確認されています。このようななか、動物の健康
を守るだけではなく、感染症の予防や食の安全確
保を通じて人の健康を守ることにも多大な貢献を
されている獣医師会の皆様の役割は極めて重要な
ものとなっております。皆様におかれましては引
き続きご尽力賜りますようお願い申し上げます。
　県議会といたしましても昨年12月議会において
動物の愛護及び管理に関する取り組み強化を内容
として条例改正を議員提案で行いました。今後も
議案審議や埼玉県議会動物と共生する社会を推進
する議員連盟及び埼玉県議会畜産振興議員連盟で
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の活動等を通し、本県畜産業の発展はもとより動
物の命を尊重し、人と動物が真に共生できる社会
の実現に全力を尽くしてまいります。
　結びに埼玉県獣医師会の益々のご発展とご参会
の皆様のご健勝、ご活躍を心から祈念いたしまし
て私の挨拶をさせていただきます。本日はおめで
とうございます。

日本獣医師会会長
藏内勇夫様　祝辞（ビデオメッセージ）
　日本獣医師会会長の
藏内勇夫です。公益社
団法人埼玉県獣医師会
第74回定時総会が新型
コロナウイルス感染症
対策を講じつつ会員獣
医師の皆様のご出席の
もと開催されることに
対して心からお祝いを申し上げ日本獣医師会を代
表して一言ご挨拶を申し上げます。
　まず、長年の獣医師会へのご貢献等により本日
晴れて表彰の栄に浴された皆様にお祝い申し上げ
ます。この機会を節目として今後も獣医師会のた
めにご指導を賜りますようなにとぞよろしくお願
い申し上げます。
　さて新型コロナウイルス感染症に関しましては
未だ余談を許さない状況にあります。申すまでも
ありませんが、ご出席の皆様方におかれましても、
感染防御対策に配慮した行動、また会務運営をお
願いをいたします。本総会も感染の拡大防止を
第一に考慮され、様々な工夫を凝らしての開催と
伺っております。このような状況に鑑み私の挨拶
もビデオメッセージという形にさせていただきま
した。
　このような状況のなかで日本獣医師会は地方獣
医師会のご理解とご協力を得ながら、諸課題の解
決に向けて活動をしているところです。私共に
とって現時点での動物愛護管理法の改正、愛玩動
物看護師法の新規制定に関わる対応が最も重要と
考えています。特にご出席の皆様方におかれまし
ても、関心が高いと思われる改正動物愛護管理法
における販売用犬猫へのマイクロチップの装着、
登録の義務化と狂犬病予防事業とのワンストップ
サービスにつきましては本会が指定登録機関と
して地方獣医師会及び会員構成獣医師と十分な連
携、協力のもとにマイクロチップ事業を円滑に
実施できるよう環境省と協議を行ってまいりまし

た。しかし遺憾ながら同省との調整においては、
法定登録データベースとAIPOデータベース一本
化、獣医師や地方獣医師会による登録情報の検索、
付加価値サービスへの活用、狂犬病予防法に基づ
く登録原簿の代替えとしての活用など、本会が要
請を行ってきた事業運営はすべて認めていただけ
ない状況となっています。このため、本会は本年
６月１日の改正動物愛護管理法の施行を待たず、
マイクロチップ関連事務の抜本的な再構築が必要
と判断し、本年１月から日本獣医師連盟と連携し、
麻生太郎自由民主党獣医師問題議員連盟会長をは
じめとした関係議員に対し、次期の動物愛護管理
法及び狂犬病予防法改正を含む要請活動を開始し
ています。
　本件につきましては４月27日に全国会長会議を
開催いただいたところ、地方獣医師会会長の皆様
から当初期待した法定登録制度とは大きく異なる
制度運営になっていることに多大な懸念が示され
ますとともに、解決に向けたアイデアもご提案い
ただき、今後の方針を考えるうえで非常に有意義
な会となりました。また会議の行司役である常設
議長は埼玉県獣医師会の髙橋会長に務めていただ
き、白熱した議論を見事に通訳をいただきました。
衷心より感謝をいたしているところでございま
す。今後は皆様のご心配を払拭できるよう引続き
尽力してまいりますので、なにとぞよろしくご理
解とご協力をお願い申し上げます。
　そのほか愛玩動物看護師法への対応等の課題に
つきましても獣医師と愛玩動物看護師の適切な役
割分担と連携によるチーム獣医療の提供体制の確
立など本会の役割をしっかりと踏まえた施策運営
に努めてまいります。いずれにいたしましても日
本獣医師会と地方獣医師会が一体となって獣医師
に対する社会的要請に応えつつ国民全体の利益の
向上に資するよう尽力をして参ります。本日ご出
席の皆様におかれましては、何とぞご理解とご協
力を賜りますようよろしくお願いをいたします。
　本年11月に福岡で開催される第21回アジア獣医
師連合会（HAVA）大会が私がHAVA会長に就任
し、大会のテーマをアジアからのワンヘルスへの
アプローチとして開催をいたします。本大会はポ
ストコロナ時代の幕開けとして通常の日常生活や
経済活動の再出発を期す記念すべき国際大会にな
るものと考えており、また第40回日本獣医師会獣
医学術学会年次大会令和４年度もHAVA大会と
同時開催されますので、これらの大会の成功を期
し、多くの会員構成獣医師の皆様に参加登録をお
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願いいたします。すでに各地方獣医師会には参加
目標人数をお示しをしてご協力をお願いしており
ます。何とぞご理解をいただき、関係者への方々
への働きかけをお願いいたいます。
　本日の総会は貴会の今後の活動に向けて重要な
議案が審議されると伺っております。本総会が意
義あるものとなり、今後の貴会の一層活発な活動
につながりますと共に貴会及び会員獣医師の皆様
方が益々ご発展されることを祈念し私の挨拶とい
たします。

⑶　新入会員歓迎セレモニー
　恒例行事の新入会員歓迎セレモニーは、新型コ
ロナウイルス感染拡大防止のため令和２年度から
実施していなかったため、令和２年度以降の新入
会員のうち出席した19名が髙橋会長、大野知事、
中屋敷県議会議長をはじめとする御来賓の方々と
ともに「くす玉割り」を行い、会員から祝福されま
した。新入会員を代表して、埼玉県熊谷家畜保健
衛生所の木下眞大樹先生（農林支部）が「本日は髙
橋会長をはじめ会員の皆様方におかれましては、
私たち新入会員のためにこのように盛大なセレモ
ニーを開催していただきましたことに心より感謝
申し上げます。私たち公務員の使命は食の安心安
全の確保、公衆衛生の向上、動物愛護、野生鳥獣
保護など益々多様化していますが、大野知事のも
とで一致団結し日々責務を果たしている先輩方に
一日でも早く追いつくことができるよう強い使命
感を持って日々努力してまいります。また、開業

の先生方は家族の一員であるペットの診療を通じ
人々の豊かな生活に寄与されております。立場は
違えどもこの度の入会を機会に新入会員どうし切
磋琢磨しあい、それぞれの分野の先輩にご指導い
ただき、公益社団法人埼玉県獣医師会の一員であ
るという誇りを持って活動して参ります。今後と
もご指導ご鞭撻の程よろしくお願いいたします。
ありがとうございました。」と謝辞を述べました。
　大野知事はこれを受け「新入会員の皆様ほんと
うにおめでとうございます。今後県としても大変
期待しておりますし、また髙橋三男会長のもとぜ
ひ会員の皆様には温かくお迎えをいただいて、今
後県の行政に対するご協力、そして埼玉県民への
安心・安全に是非とも絶大なる力を発揮していた
だきたいと思いますので、皆さん改めて彼らの前
途に対し、拍手を送っていただければと思います。
どうもありがとうございます。」と激励の言葉を
送りました。

来賓と新入会員のくす玉割り
後列左から　小畑農林部長、井上町村会会長、大野知事、中屋敷県議会議長、髙橋会長、
　　　　　　頼髙市長会副会長、根岸埼玉県畜産会会長、長澤先生、村上先生
中列左から　保延先生、押尾先生、大森先生、金澤先生、本田先生、堀先生、飛高先生、清田先生
前列左から　井上先生、山田先生、木下先生、丸山先生、伊藤先生、岩永先生、奥野先生、南川先生、加藤先生

新入会員代表謝辞
右から　大野知事、髙橋会長、木下先生（農林支部）

4



⑷　来賓紹介
　大橋総務委員長が御来賓を紹介した。
来賓
　埼玉県知事� 大野　元裕様
　埼玉県議会議長� 中屋敷慎一様
　埼玉県市長会副会長　蕨市長� 頼髙　英雄様
　埼玉県町村会会長　毛呂山町長� 井上　健次様
　埼玉県畜産会会長� 根岸信一郎様
　埼玉県農林部長� 小畑　　幹様
　埼玉県食品衛生安全局長� 野澤　裕子様
　埼玉県農林部畜産安全課長� 加藤　幸彦様
　埼玉県保健医療部生活衛生課長� 橋谷田　元様
　埼玉県保健医療部食品安全課長� 坂梨　栄二様
　埼玉県動物指導センター所長� 前野　直弘様
　埼玉県中央家畜保健衛生所長� 田中　美貴様
　埼玉県川越家畜保健衛生所長� 佐竹　吉人様
　埼玉県熊谷家畜保健衛生所長� 渡辺　志保様
　埼玉県秩父高原牧場長� 斉藤　任亮様
　日本獣医師会事務局長� 駒田　逸哉様
　日本獣医師会事務局次長� 松岡　　猛様

⑸　会長あいさつ
　本日は歴史と伝統を誇る公益社団法人埼玉県獣
医師会第74回定時総会に、極めてお忙しいなか、
大野知事をはじめ、中屋敷県議会議長、市長会副
会長の頼髙蕨市長、町村会会長の井上毛呂山町長、
関係団体を代表して根岸埼玉県畜産会会長にご臨
席いただきました。本来であればこの会場に３倍
の会員と３倍の来賓の皆様方をお迎えして、会場
狭しと開催させていただいたところです。この新
型コロナウイルスというまさに悪魔に犯され、変
則的な総会が２年続きましたが、本年は会員の皆
様方、関係の皆様方のご協力をいただきまして、
ここに盛大に開催できましたことに心から厚く御
礼申し上げます。誠にありがとうございました。
　先程、我が埼玉県獣医師会の希望に満ちた新入
会員の代表に決意を述べていただきました。その
内容に我々先輩もそうですが、埼玉県を統括する
大野知事もさぞかし感動して皆様方に心から期待
のお言葉をお述べになられたのではなかろうかと
思っているところです。新入会員の皆様もこの感
激を糧にどうかこれからは公益社団法人埼玉県獣
医師会の会員として、委員として、役員として頑
張っていただきたい。県や市の職員として300名
近い獣医師があらゆる分野において幅広く活躍し
ています。一方では街のペットのホームドクター
としてかけがえのない人と動物の共生を目指した

ペットの先生として信頼されながら私たちは社会
に貢献をいたしているところであります。
　今や75年近い歴史のなかで、我々獣医師会は多
くの変革に対し、自らの事業内容、そして地域に
求められる課題をしっかりと見直して、公益法人
として、そしてまた我々獣医師の職域においても、
時代に合った社会に対応できる行動をしていきた
い。獣医師といえども全くその職域の分野がさま
ざまであり、期待の大きい職域です。変革の社会
に対応できる事業内容を抜本的に取り入れて、皆
さんが一致団結して新しい分野に向かっての挑戦
です。挑戦には勇気も必要です。そして「ピンチ
はチャンス」これは私たちが学識と社会から得た
経験をとおして、このピンチをチャンスに変えて
いく最も大事な時期を今、本年は迎えたのではな
かろうかと思っています。どうか皆様方のお力を
借りまして、今日の御来賓の先生方と共に、特に
私たちの仕事は地域に密着した行政と民間と官民
一体となって協力する狂犬病をはじめとする人獣
共通感染症の撲滅であります。これからもワン
チームで皆さんで力を合わせて頑張っていきたい
と思っています。
　本日は日本獣医師会からも駒田局長、松岡次長
にお越しいただき、総会終了後後に日本獣医師会
の現況を限られた時間ではありますが、お話しを
いただくことになっております。このお話しを聞
かないと大きな損失になるであろうと思います。
20分～30分の時間でございまので、ぜひ拝聴して
いただき、今日お出でにならない方々にもお伝え
いただきたいと思っています。
　公益社団法人埼玉県獣医師会が地域に密着した
期待される獣医師会なることを心からご期待申し
上げ、御礼のことばに代えさえていただきます。
本日はありがとうございました。

⑹　議長選出
　議事に先立ち、総合司会の大橋邦啓委員長から、
本日午後２時現在の出席会員数は、本人出席108
名、委任状提出者496名、合計604名で、定足数を
満たしていることから、定款第17条の規定により
本総会は成立している旨が報告された。
　続いて議長等の選出方法を諮った。出席者から
の「司会者一任」の声により、司会者が議長に林
繁雄先生（農林支部）、副議長に三森信行（西支部）
を指名し、選任された。
　議長及び副議長が登壇し、就任の挨拶と議事進
行に対する協力を求め着席した。
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⑺　議事録署名人の選出および書記の指名
　議長は議事録署名人に馬場正次先生（衛生支
部）、伊藤麗子先生（農林支部）、また、書記に佐
近早苗先生（衛生支部）、益岡奈津樹先生（農林支
部）を指名した。

⑻　議事
報告事項　令和４年度事業計画および収支予算に
関する件
　本件について議長の求めに応じ、事務局　鴻巣
泰専務理事が令和４年度事業計画および収支予算
の概要を報告した。
　議長は、事業計画および収支予算は理事会の決
議事項であり、総会に報告することとされている
旨を説明した上で、確認したい事項について発言
を求めたところ、発言はなく、以上をもって本件
報告は了承された。

決議事項
第１号議案　令和３年度事業報告の承認に関する件
第２号議案　令和３年度決算の承認に関する件
　議長は第１号議案と第２号議案は関連があるた
め一括して上程し、議長の求めに応じ事務局　鴻
巣泰専務理事が第１号議案の令和３年度事業の実
施内容を報告し、第２号議案の令和３年度決算に
ついて、「貸借対照表」、「正味財産増減計算書」、「同
内訳書表」、「財務諸表に対する注記」、「附属明細
書」及び「財産目録」により説明した。
　次に、議長は監事に監査報告を求め、監事を代
表して八木賢裕監事（東支部）から令和３年度事業
報告並びに計算書類及びその附属明細書、財産目
録について令和４年４月25日に監査したところ適

正であった旨が報告された。
　議長が質疑を求めた
ところ質問・意見はな
く、第１号議案令和３
年度事業報告の承認に
関する件及び第２号議
案令和３年度決算の承
認について議場に諮っ
たところ拍手多数を
もって本議案は承認さ
れた。

第３号議案　令和４年度会費（負担金）および入会
金（案）に関する件
　議長は第３号議案を上程し、求めに応じ事務
局　鴻巣泰専務理事が昨年度は動物病院における
新型コロナウイルス感染拡大防止対策に資するた
め、当該年度に限り開業会費を２万円を減額した
10万円にしたが、これを元の12万円に戻すこと及
び、会員規程の一部改正により、B会員が区分さ
れ、新たに設定されたB会員⑴の年会費を12万円
（月割額１万円）とした以外は令和３年度と同額と
したい旨を説明し、従来のB会員であるB会員⑵
の年会費は年額１万円（月割額833円）と以前と同
額であるが、月割額833円が議案説明資料から欠
落しているため、これを加筆することを求めた。
　議長が質疑を求めたところ質問・意見はなく、
第３号議案令和４年度会費（負担金）および入会金
の決定について議場に諮ったところ、拍手多数を
もって本議案は原案のとおり可決決定された旨を
宣し、（案）の削除を求めた。

第４号議案　令和４年度一時借入金の最高限度額
および借入・預入先金融機関の決定に関する件
　議長は第４号議案を上程し、求めに応じて事務
局　鴻巣泰専務理事が一時借入金の最高限度額を
300万円とし、借入先金融機関を埼玉りそな銀行、
武蔵野銀行としたい旨を説明した。
　議長が質疑を求めたところ質問・意見はなく、
第４号議案令和４年度一時借入金の最高限度額お
よび借入・預入先金融機関の決定について議場に
諮ったところ、拍手多数をもって本議案は原案の
とおり可決決定された。

第５号議案　令和４年度役員報酬に関する件
　議長は第５号議案を上程し、求めに応じて事務
局　鴻巣泰専務理事が理事および監事の報酬の総

円滑な議事運営にご協力いただいた
左から議長の林繁雄先生、副議長の三森信行先生

八木賢裕監事による監査報告
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額を560万円以内としたい旨を説明した。
　議長が質疑を求めたところ質問・意見はなく、
令和４年度役員報酬の決定について議場に諮った
ところ、拍手多数をもって本議案は原案のとおり
可決決定された。

第６号議案　役員の補欠選任に関する件
　議長は第６号議案を上程し、事務局に説明を求
め、事務局　鴻巣泰専務理事が県の定期人事異動
に伴い、農林支部の丸山盛司理事から辞任の申し
出があり、その後任として、農林支部から推薦の
あった田中美貴先生（農林支部）を選任したい旨を
説明した。
　議長は本議案について賛否を諮ったところ異議
なく、拍手全員により原案のとおり承認され、被
選任者も即時、その就任を承諾した。

　続いて、付帯決議について、議長の求めに応
じ、事務局　鴻巣泰専務理事が説明した。議長が
付帯決議を付すことについて諮ったところ異議は
なく、拍手多数により承認された。
　ここで議長は、全議案の審議の終了を宣し、議
長及び副議長の任を解くとともに円滑な議事運営
に関して謝辞を述べ降壇した。

⑺　祝寿表彰及び記念品贈呈・功労会員証の贈呈
　大橋総部委員長から米寿３名、喜寿５名、古希
14名、功労会員13名が紹介され、出席した受賞者
を代表して渋谷正志先生（東支部）が髙橋会長から

祝寿表彰状、功労会員証及び記念品が授与された。
また、渋谷先生はすべての受賞者を代表して謝辞
を述べられた。

⑺　祝電披露
　大橋総務委員長が埼玉県医師会会長金井忠男様
及び、武蔵野銀行頭取長堀和正様からの祝電を披
露した。

⑻　閉会の言葉
　小暮一雄副会長が総会運営に対するお礼を述
べ、午後３時30分、閉会を宣言した。

　第74回定時総会の終了後、日本獣医師会の駒田
逸也事務局次長及び松岡猛事務局次長から、日本
獣医師会が直面している諸問題のうち、愛玩動物
看護師、マイクロチップに関する事務的な説明を
詳細にしていただきました。

祝寿表彰
左から　髙橋三男会長、渋谷正志先生（東支部）

令和４年６月17日　埼玉新聞
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埼玉県獣医師連盟総会開催
　令和４年６月９日（木）、埼玉県獣医師会第74回定時総会に先立ち、午後１時30分から、さいたま市「清水
園」で開催されました。
　長谷川繁雄理事の司会により、中村滋副理事長の開会の言葉、髙橋三男理事長の挨拶の後に、議事に入り
ました。
　議事は、大橋秀樹議長（東支部）、田中裕副議長（南支部）により進められました。第１号議案「令和３
年事業報告および収支決算承認に関する件」が上程され、事務局　鴻巣泰理事が説明し、八木賢裕監事によ
る監査報告の後、議長が質疑を求めたが、質問、意見はなく、本件の承認について諮ったところ拍手多数に
より原案のとおり承認されました。
　続いて、第２号議案「令和４年度事業計画及び会費徴収（案）に関する件」が上程され、事務局説明の後、
議長が質疑を求めたが質問、意見はなく、本件の決定について諮ったところ拍手多数により原案のとおり可
決決定されました。
　以上をもって議事は終了し、議長、副議長は円滑な議事運営に御礼を述べ、小暮一雄副理事長の閉会の言
葉をもって、午後１時50分、閉会となりました。

広告
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令和４年度ソフトボール大会の開催予定について
　ソフトボール大会につきましては、令和元年度は県内の豚熱発生により開催を中止し、その後、令和２年
度と令和３年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催中止となっています。
　今年度の開催について厚生委委員会で協議し、９月23日（金・祝）に大宮けんぽグラウンドＳフィールド（さ
いたま市西区二ツ宮）」において開催を予定することとしました。
　しかしながら、今後の新型コロナウイルスの感染状況によっては開催について検討することもありますの
でご承知おきください。

広告
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支　部　名 氏　　　　　名 勤　　務　　先

農林 井　上　湧　貴 埼玉県川越家畜保健衛生所

〃 金　澤　理　子 埼玉県川越家畜保健衛生所

〃 木　下　眞大樹 埼玉県熊谷家畜保健衛生所

〃 小　﨑　萌　加 埼玉県農林部畜産安全課

〃 服　部　七　星 埼玉県中央家畜保健衛生所

〃 宮　崎　綾　佳 埼玉県農業技術研究センター

〃 吉　田　　　歩 埼玉県熊谷家畜保健衛生所

〃 渡　邉　康　平 埼玉県農業技術研究センター

団体 浅　田　玄　也 三郷市・とがさき動物病院

〃 深　谷　信太郎 三郷市・とがさき動物病院

〃 吉　田　梨　乃 三郷市・とがさき動物病院

勤務部会

支　部　名 氏　　　　　名 診　　療　　所　　名

東 井　上　剛　宏 加須市・井上動物病院

東 清　田　浩　司 久喜市・久喜夜間救急どうぶつ病院

東 堀　　　雄一郎 春日部市・ハダ動物病院

開業部会
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予　　告

埼玉県獣医師会オンラインセミナーのお知らせ
会　長　髙橋　　三男

学術委員会　委員長　髙橋　　一成

　この度、埼玉県獣医師会では住友ファーマアニマルヘルス主催の再生医療に関するオンラインセミナーを
後援し、下記により会員向けのセミナーとして開催することになりました。
　再生医療につきましてはなかなかハードルが高く、同社の犬の脂肪組織由来間葉系幹細胞「ステムキュア」
を使用する場合には会員登録のためにレクチャーを受けることが必須とされておりますが、埼玉県獣医師会
会員は当セミナーの受講によりこれが免除されます。平日の20時からと視聴しやすい時間での開催となりま
すので、再生医療に興味のある先生はぜひこの機会に受講してください。

記
１　開催日次：令和４年７月13日（水）20:00～22:00
２　開催方法：オンラインセミナー（Zoom）
３　講　　師：平野由夫先生（日本獣医再生医療学会副理事長、ひらの動物病院院長）
４　講習内容：獣医再生医療汎用化時代を迎えて－日常診療での間葉系幹細胞療法を完全にマスターする－
５　参 加 料：無料
６　参加方法：�事前登録が必要です。（詳細は別紙「埼玉県獣医師会オンラインセミナーのご案内」を参照して

ください。）

広告
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おしらせ

畜安第２５８－２号　
令和４年６月20日　

　　　公益社団法人�埼玉県獣医師会長　様
埼玉県知事　大野　元裕（公印省略）　

家畜伝染病発生時の防疫措置に係る協力について（依頼）

　日頃、本県の畜産行政に御理解、御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　さて、近年、家畜伝染病発生時の防疫措置において、自衛隊の災害派遣を要請する事例が多くみられ
たことから、令和３年度に総務省が都道府県の防疫対応に係る実態調査を行いました。
　この調査結果を受け、総務大臣から農林水産大臣に対し勧告がなされ、家畜の殺処分について市町村
や関係団体の協力も得て人員確保を図る等の改善措置を講じることが必要とされたところです。
　このため、農林水産省消費・安全局長から、別添のとおり、市町村や関係団体を含めた都道府県を挙
げた人員の確保及び実効性のある動員計画の策定等の対応を講じるよう通知がありました。
　つきましては、今後は発生時における殺処分等の防疫措置に係る動員について御理解、御協力くださ
いますよう、よろしくお願い申し上げます。

記

１　�勧告の概要（総務省、令和４年４月22日付け総評評第59号）
　　�都道府県に対し、家畜の殺処分について市町村や関係団体の協力も得て人員確保を図り、動員計画
に反映させるよう促すこと

２　勧告への対応（農林水産省、令和４年５月25日付け４消安第１０８０号）
　　市町村や関係団体を含めた都道府県を挙げた人員の確保及び実効性のある動員計画の策定

※別添省略

14



４日獣発第60号　
令和４年５月31日　

　　　地方獣医師会会長　各　位
公益社団法人　日本獣医師会
会　長　　藏　内　勇　夫　
（公印及び契印の押印は省略）

マイクロチップによる動物個体登録事業の円滑な推進について

　本年６月１日付けで、動物の愛護及び管理に関する法律等の一部を改正する法律（令和元年６月19日
法律第39号）が完全施行され、販売用の犬猫へのマイクロチップの装着・登録が義務化されます。本会
は指定登録機関として登録関係事務を担うこととされております。地方獣医師会及び会員構成獣医師の
皆様におかれましては、法に基づく登録の円滑な推進につき、ご協力の程よろしくお願いいたします。
　一方、本会がこれまで動物適正管理個体識別登録等普及推進事業として実施してきた個体登録事業
（ＡＩＰＯ）については、引き続き民間ベースの事業として継続実施いたします。ＡＩＰＯの登録は法定
登録と異なり、以下の利点があります。

⑴　獣医師やペットショップ等による幅広い登録支援が可能
⑵　獣医師による飼い主情報等の検索が可能
⑶　ワクチン履歴や診療の記録などの付加価値サービスの提供が可能

　つきましては、小動物臨床に従事されている会員構成獣医師をはじめ、関係者にあらためて周知いた
だき、今後ともＡＩＰＯへの登録の推進にご理解とご協力を頂きますようよろしくお願いいたします。
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４日獣発第７９号　
令和４年６月17日　

　　　地方獣医師会会長　各位
　　　会　長　　髙　橋　三　男　様

公益社団法人　日本獣医師会　
会　長　　藏　内　勇　夫　

（公印及び契印の押印を書略）　

日本獣医師会のマイクロチップ登録（AIPO登録）における
手続き方法の変更について

　平素より本会事業にご理解・ご協力いただき、ありがとうございます。
　さて、令和４年６月１日から改正動物愛護管理法が施行され、動物愛護管理法に基づく環境省の犬と
猫のマイクロチップ情報登録システムと、いわゆるＡＩＰＯの登録である日本獣医師会の従来の動物ID
情報データベースシステム（以下「日本獣医師会のマイクロチップ登録」という。）が、並行して運用され
ることとなりました。
　環境省に対しては、従前よりデータベースの一元化を求めてきたところですが、現在のところ実現に
至っておりません。また、既存の登録データについて、法定登録データベースへの一括移行も認められ
ておりません。そのため、本会としては、法定登録と任意登録の双方を二重運用する必要に迫られてい
るところです。
　日本獣医師会のマイクロチップ登録について、今後とも運用の合理化を図りつつ、登録、検索等のサー
ビスを継続するため、下記のとおり運用方法の見直しを行いましたので、円滑な業務推進につきまして、
ご理解、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

記

⑴　オンラインでの手続のみとなります
　�　法定登録制度の開始に伴い、今後はマイクロチップの販売会社がマイクロチップを販売する際に、
日本獣医師会のマイクロチップ登録の申請書が添付されなくなります。動物病院においては、マイク
ロチップの装着に際して、動物愛護管理法に基づくマイクロチップ装着証明書を発行することとされ
ていますが、日本獣医師会の登録サイトにおいて、このマイクロチップ装着証明書を、従来の登録申
請書の代わりにアップロードいただき、必要事項を入力することで登録できます。

⑵　飼い主変更が有料となります
　�　登録料については、サイトでの登録手続きの際にクレジットカード決済にて従来と同額の1,050円
をお支払いいただきます。また、飼い主変更の際にも新規の登録料と同額の1,050円がかかるように
なります。

⑶　電子証明記号（ＡＩＰＯ登録コード）が付与されます
　�　登録が完了すると、従来の登録完了通知ハガキに替わって、ＡＩＰＯ登録コードがメールで送られ
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ます。一度ＡＩＰＯ登録コードが付与された飼い主については、変更などの手続においてＡＩＰＯ登
録コードを用いてサイトで手続きをしていただきます。

⑷　地方獣医師会の代行申請もデータ化となります
　�　現在、地方獣医師会において登録のとりまとめをしていただいておりますが、登録申請書が流通し
なくなりますので、データで申請いただく必要があります。紙での申請をいただいていた地方獣医師
会においては、エクセルデータでの申請をご検討いただくようお願いいたします。

⑸　今後の見直し
　�　法定登録とのデータベース一元化や紙による申請方法のあり方について、引き続き検討を進め、情
報提供に務めてまいりますので、ご理解・ご協力をお願いいたします。

※AIPO登録については、紙での登録も継続することが検討されています。

広告
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事　務　局　メ　モ

６月17日 関東しゃくなげ会研修会（東京都台東区
　上野精養軒）

６月22日 日本獣医師会第79回通常総会（東京都港
区　明治記念館）

７月３日 第２回関東・東京合同地区獣医師会理
事会（神奈川県藤沢市　藤沢商工会）

７月13日 埼玉県獣医師会オンラインセミナー

７月15日 全国獣医師会事務・事業推進会議（東京
都千代田区　都市センターホテル）

９月４日 関東・東京合同地区獣医師大会・三学
会（神奈川県海老名市　レンブラントホ
テル海老名）

９月30日 令和４年度全国獣医師会会長会議（東京
都千代田区　都市センターホテル）

10月１日 2022動物感謝デー�in�JAPAN（東京都台
東区　上野恩賜公園）

11月11日
　～13日

第21回アジア獣医師会連合（FAVA)
大会、第40回日本獣医師会獣医学術学
会年次大会（令和４年度）（福岡県福岡市��
ヒルトン福岡シーホーク）

令和５年

２月26日 第３回関東・東京合同地区獣医師会理
事会（神奈川県藤沢市　藤沢商工会）

年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生
４月
５月
６月

７月13日（水）
埼玉県獣医師会オンラインセミナー

「獣医再生医療汎用化時代を迎えて」
ひらの動物病院　平野由夫　先生

８月

９月４日（日） 令和４年度　関東・東京合同地区獣医師大会（神奈川）獣医学術関東・東京合同地区学会
（藤沢市　レンブラントホテル海老名）

１０月
11月11日（金）
　～13日（日）

第21回アジア獣医師会連合（FAVA）大会、令和４年度　日本獣医師会獣医学術学会年次大会
（福岡市　ヒルトン福岡シーホーク）

１２月

令和５年
１月

農林支部
令和４年度埼玉県家畜保健衛
生業績発表会

（場所　未定）

２月１日（水）
西支部

「犬の難治性中耳炎」
動物皮膚科コンサルタント　大隅尊史　先生

【オンライン開催】

２月
衛生支部
　健康福祉研究発表会
　食肉衛生技術研修会

３月

令和４年度埼玉県獣医師会学術広報版
（令和４年６月20日現在）
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編　集　後　記

　今年の夏至は、６月21日1８時1４分だそうです。
天文学では太陽が夏至点を通過する瞬間の時刻を
指すそうです。地球はその質量により磁場が生じ
たため太陽からの宇宙線による嵐から大気が守ら
れた唯一の惑星と考えられています。
　その地球上で日本列島は変化に富む四季と豊か
な自然に恵まれています。豊かな自然は人々の体
と心の発達にも大きく影響するようです。豊かな
自然環境にある民族は、自然との共生が太古の昔
から続き人間存在の根本である『生老病死』の真理
を受容してきました。一方、中東のエルサレムを
中心とした砂漠地帯は、過酷な自然環境下にあ
り、絶対神を必要としイスラム教、キリスト教、
ユダヤ教を産み、その教義で神を信じることによ
り永遠の命が授かるとされています。地球上で
は、神の似姿をした人間が地球を支配し自然を制
御できると信じ有史以来科学は進歩を続けてきて
います。治水のための土木工学、植物油を基本と
したエネルギー生活から地下に埋蔵されていた石
炭・原油採掘に始まる化石エネルギーによる産業
革命、その時代以降技術革新による便利さや快適
生活の追求は限りなく継続されています。その結
果、人間は当初『空腹を満たす』だけであった欲望
が限りなく拡大し欲と欲がぶつかり合い終わりの
ない戦いの歴史が始まりました。かつて、司馬遼
太郎氏は欲深い人間を飼い慣らす道具として宗教
は発生し発達してきたと述べています。人間の欲
望の抑制・制御は主要な課題です。仏教では諸行
無常と同時に諸法無我を説きます。西洋思想では、
『我思う故に我あり』と自己の存在を中心に据えま
すが、仏教思想では『原因と結果の因果関係によっ
てこの世に生まれ出る全てのものと、そして因果
則を離れて不変不滅の状態にあるものは無我であ
る。すなわち諸法無我』（「ブッダ　真理のことば」
佐々木　閑著より引用）と究極の自己否定を説き
ます。『真理のことば（ダンマパダ）』では『「すべて
の存在に、自我なるものはない」（諸法無我）と智

慧によって見る時、人は苦しみを厭い離れる。こ
れが、人が清らかになるための道である。』とあり、
もう一つ引用すると、『愚かな人は、「私には息子が
いる」「私には財産がある」などと言ってそれで思
い悩むが、自分自身がそもそも自分のものではな
い。ましてやどうして、息子が自分のものであろ
うか。財産が自分のものであったりしようか。』と
あり、人間の煩悩からの脱却の考え方・物の見方
が示されています。
　かつて哲学者梅原猛は、西洋思想による科学の
行き詰まりや社会の閉塞は仏教思想による科学・
社会を構築することにより打開できると主張して
いました。一人一人の人間が欲望を制御すること
ができると、その集合体である国も節度ある成熟
した国家へと発展することが見えてきます。
　ロシアの人々の一人一人の狂気がウクライナ戦
争を引き起こし、それを取り巻く利害関係のある
国々の人々の欲望が、解決の見えない戦争の惨禍
を継続させています。かつて、サンフランシスコ
講和会議において、戦勝国側にいたセイロン（現
在のスリランカ）は、仏教国として『この世では、
恨みが恨みによって鎮まるということは絶対にあ
り得ない。恨みは、恨みを捨てることによって鎮
まる。これは永遠の真理である。』とのダンマパダ
の言葉を引用した上で、我が国に対する損害賠償
請求権を放棄しました。
　ノーベル賞学者のコンラート・ローレンツは動
物の攻撃本能を研究した結果、『地球上で人間だけ
が相手を殺傷する能力を持ちながらそれを抑制す
る手段を持たない動物である。』と警告しています。
　人々は豊かになることによって智慧を失って道
に迷い苦しんでいます。生命科学に携わる我々は、
生命の真理を見極めることにより、人間の真理に
迫り智慧を得る機会に恵まれています。人々が欲
望を制御した暁に、世界に平和が訪れることを祈
りながら６月号の会報をお届け致します。

（初雁）
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わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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